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SDGs で共に創る　持続可能な行方

民
間
の
タ
ク
シ
ー
だ
け
で
な
く
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
移
動
手
段
を

増
や
す
こ
と
で
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
各
家
庭
で
マ
イ
カ
ー
を
利
用

す
る
よ
り
も
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

削
減
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。
本

市
に
お
け
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス

は
検
討
中
で
す
が
、
運
転
手
は
市
民
か

ら
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
所
定

の
研
修
を
受
講
し
て
い
た
だ
く
。ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
配
車
や
支
払
い
を
可

能
に
す
る
な
ど
、
安
全
安
心
で
効
率
的

な
運
用
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
教
育
へ
の
支
援

野
田　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
普
及
は
、
高
校
生
等
若

者
の
通
学
支
援
な
ど
、
行
方
市
の
も
う

一
つ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重
点
領
域
で
あ
る

教
育
へ
の
取
り
組
み
に
も
生
か
せ
そ
う

で
す
ね
。

市
長　
例
え
ば
、
本
市
か
ら
土
浦
市
に

あ
る
高
校
や
駅
を
利
用
し
て
通
学
す
る

場
合
、
同
市
に
通
勤
さ
れ
る
方
に
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。

高
校
生
の
い
る
世
帯
に
は
通
学
補
助
金

第
45
回

対
談
・
鈴
木
周
也
市
長
（
２
）

　
　
　
　
　
　
―
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
地
域
振
興

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

気
候
変
動
適
応
計
画
」
お
よ
び
「
行
方

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務

業
編 

・
区
域
施
策
編
）」
の
取
り
組
み

を
加
速
化
さ
せ
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

野
田　

行
方
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
の
特
徴
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

市
長　
本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
か
ん

が
み
、
３
つ
の
施
策
を
導
き
ま
し
た
。

①
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
地
域
振

興
の
同
時
解
決
、
②
防
災
強
靭
化
、
③

地
域
循
環
経
済
に
お
け
る
未
利
用
資
源

の
活
用
で
す
。

◆
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
高
齢
者

へ
の
支
援

野
田　
特
に
、
①
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
と
地
域
振
興
の
同
時
解
決
に
つ
い

て
は
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
高

齢
化
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
に
も
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
で
す
ね
。

市
長　
本
市
で
は
公
共
交
通
手
段
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

が
通
院
や
買
い
物
等
で
外
出
す
る
際
、

◆
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

野
田　
鈴
木
市
長
か
ら
、
行
方
市
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
中
で
も
、
特

に
環
境
と
教
育
が
重
要
で
あ
る
と
お
伺

い
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
環
境
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
行
方
市
で
は
、
令
和

６
年
に
「
行
方
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
、「
行
方
市

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明

さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

市
長　
同
宣
言
の
と
お
り
、
気
候
変
動

は
地
球
規
模
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
」
や
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」（
※
）
を
２
０
５
０
年
ま
で

に
達
成
す
る
の
が
世
界
共
通
の
目
標
で

あ
り
、
こ
れ
を
本
市
で
も
取
り
組
ん
で

行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
同
宣
言
を

表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
策
定
し

た
「
行
方
市
環
境
基
本
計
画
（
令
和
４

年
に
中
間
見
直
し
）」、「
行
方
市
地
域

な
ど
で
、
経
済
的
・
物
理
的
負
担
を
軽

減
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
支
援
が
、
本
市
の
将
来
を
担
う
若
者

の
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

野
田　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
普
及
は
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
高
齢
者
や
若
者
等
の
利
用
者
に

と
っ
て
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

代
替
的
な
公
共
交
通
に
な
る
と
と
も

に
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
は

よ
い
副
業
に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
一

石
三
鳥
」
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
と

拝
察
し
ま
す
。
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
※
）
本
連
載
第
39
回
ご
参
照


